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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第23期
第１四半期
連結累計期間

第24期
第１四半期
連結累計期間

第23期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 5,146,577 5,618,399 22,001,131

経常利益 (千円) 1,534,872 1,494,281 5,963,995

四半期(当期)純利益 (千円) 840,993 756,730 2,951,824

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,110,267 648,383 4,511,856

純資産額 (千円) 19,993,470 23,302,247 22,957,563

総資産額 (千円) 28,683,379 32,705,776 34,268,352

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 27.54 24.78 96.68

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 67.3 68.4 64.6

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．第23期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22

年６月30日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の実務指針」（企業会計基準適用指針第４号　平成

22年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第９号　平成22年６

月30日）を適用しております。

当第１四半期連結会計期間において普通株式数を１株につき300株の割合をもって分割いたしましたが、前連

結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しておりま

す。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、事業に携わる主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間（平成23年4月1日から平成23年6月30日まで）における当社グループの事業

環境は、本年３月に日本で発生した東日本大震災や欧州の財政問題などによる景気減速の影響が懸念され

たものの、中国をはじめとするアジア諸国の自動化・省力化投資が高い水準を維持したことから、全般に良

好な状況で推移しました。

用途別の売上高については、スマートフォンなどデジタル機器の需要増加に伴い、これらの組立作業等に

用いられる産業用ロボット向け減速装置が好調に推移しました。また、半導体デバイスメーカーの設備投資

実行に伴い、半導体製造装置向けメカトロニクス製品及び減速装置の売上高も高い水準を維持しました。こ

れらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期比9.2%増加の56億18百万円となりまし

た。

損益面につきましては、増収による増益効果があった一方で、製品構成の変化による外注費等の増加や、

生産能力増強投資の実行に伴う減価償却費の増加などにより、売上総利益は前年同四半期比1.6%増加の24

億20百万円となりました。また、研究開発費や梱包発送費などの販売費及び一般管理費が増加したことによ

り、営業利益は前年同四半期比2.0%減少の14億円、経常利益は同2.6%減少の14億94百万円となりました。四

半期純利益は、退任取締役に係る役員退職慰労金の特別加算金を特別損失に計上した影響などにより、前年

同四半期比10.0%減少の7億56百万円となりました。

なお、製品群別の売上高は、減速装置が45億43万円（前年同四半期比8.5%増）、メカトロニクス製品が10

億75百万円（同12.0%増）で、売上高比率はそれぞれ、80.9%、19.1%となりました。

 

報告セグメントの業績は、以下のとおりであります。

（日本）

産業用ロボット向け、半導体製造装置向けなど、主要用途全般の需要が高い水準を維持したことに伴

い、良好な事業環境となりました。この結果、売上高は47億97百万円（前年同四半期比9.7%増）となりま

した。セグメント利益（経常利益）は、製造費用、販売費及び一般管理費が増加したものの、増収が寄与し

たことにより16億32百万円（前年同四半期比13.5%増）となりました。
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（北米）

半導体製造装置向けが好調に推移したことから、売上高は8億20百万円（前年同四半期比6.4%増）とな

りました。セグメント利益（経常利益）は、増収による増益がドル安による仕入コストの上昇や販売費及

び一般管理費の増加を補えず、1億62百万円（前年同四半期比11.1%減）となりました。

 

（欧州）

産業用ロボット向け、工作機械向けの需要が高い水準となり、ドイツ持分法適用関連会社の業績は好調

を維持しましたが、前年同四半期と比較して円高・ユーロ安となった影響を受け、円換算した持分法投資

利益が減少しました。この結果、セグメント利益（経常利益）は71百万円（前年同四半期比1.2%減）とな

りました。

　
　
(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて4.6％減少（15億62百万円の減少）

し、327億5百万円となりました。これは、受取手形及び売掛金の増加（4億45百万円の増加）がありました

が、現預金の減少（14億99百万円の減少）、保有する投資有価証券の時価が下落したことによる投資その他

の資産の減少（5億21百万円の減少）が主な要因であります。

負債は、前連結会計年度末に比べて16.9％減少（19億7百万円の減少）し、94億3百万円となりました。こ

れは、未払法人税等の減少（19億94百万円の減少）、賞与引当金の減少（3億85百万円の減少）が主な要因

であります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて1.5％増加（3億44百万円の増加）し、233億2百万円となりました。

これは、その他有価証券評価差額金は減少（2億97百万円の減少）しましたが、利益剰余金が増加（3億80百

万円の増加）したことが主な要因であります。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の64.6％から

68.4％になりました。

　
　
(3) 事業及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　
　
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は3億37百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 118,800,000

計 118,800,000

（注）平成23年２月８日開催の取締役会において、平成23年４月１日付をもって平成23年３月31日最終の株主名簿に記

載または記録された株主の有する普通株式数を１株につき300株の割合をもって分割する旨を決議しました。あ

わせて定款の一部を変更し発行可能株式数を株式分割の割合に応じて増加させる旨を決議しました。これにより

平成23年４月１日付をもって、発行可能株式総数は118,404,000株増加し、118,800,000株となりました。

　
② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 31,583,10031,583,100
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株でありま
す。

計 31,583,10031,583,100― ―

（注）１ 平成23年２月８日開催の取締役会において、平成23年４月１日付をもって平成23年３月31日最終の株主名簿

に記載または記録された株主の有する普通株式数を１株につき300株の割合をもって分割する旨を決議しま

した。これにより、平成23年４月１日付をもって、発行済株式総数は31,477,823株増加し、31,583,100株となり

ました。

　　　２ 平成23年２月８日開催の取締役会において、平成23年４月１日付をもって１単元の株式数を100株とする単元株

制度を採用する旨を決議しました。これにより、平成23年４月１日付をもって、単元株式数は100株となりまし

た。
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(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年４月１日
（注）

31,477,82331,583,100 ― 1,610,542 ― 4,207,937

（注）平成23年４月１日付をもって平成23年３月31日最終の株主名簿に記載または記録された株主の有する普通株式

数を１株につき300株の割合をもって分割いたしました。
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。

　

　
(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため記載することができないことから、直前の基準日である平成23年３月31日の株主名簿による記載を

しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　   3,502

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける基準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 　101,775 101,775 同上

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 105,277 ― ―

総株主の議決権 ― 101,775 ―

（注）平成23年４月１日付をもって普通株式１株につき300株の株式分割をしたことにより、当第１四半期会計期間末

日現在の発行済株式総数は31,477,823株増加し、31,583,100株となっております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ハーモニック・
ドライブ・システムズ

東京都品川区南大井六丁
目25番３号

3,502 ― 3,502 3.32

計 ― 3,502 ― 3,502 3.32

（注）平成23年４月１日付をもって普通株式１株につき300株の株式分割をしたことにより、当第１四半期会計期間末

日現在の自己名義所有株式数は1,047,098株増加し、1,050,600株となっております。
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間末までの役員の異動はありません。

　

　
　

　

　

EDINET提出書類

株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ(E01712)

四半期報告書

 9/22



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成23年4月1日

から平成23年6月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成23年4月1日から平成23年6月30日まで)に

係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,988,064 5,488,813

受取手形及び売掛金 6,854,034 7,299,344

有価証券 30,601 30,607

商品及び製品 129,164 163,221

仕掛品 669,314 685,753

原材料及び貯蔵品 808,726 796,344

その他 694,565 506,133

貸倒引当金 △4,706 △2,242

流動資産合計 16,169,764 14,967,975

固定資産

有形固定資産 4,817,405 4,989,653

無形固定資産 174,286 163,042

投資その他の資産

投資有価証券 7,394,508 6,894,478

関係会社株式 5,050,522 5,053,435

その他 847,535 822,862

貸倒引当金 △185,671 △185,671

投資その他の資産合計 13,106,895 12,585,105

固定資産合計 18,098,587 17,737,801

資産合計 34,268,352 32,705,776

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,059,546 2,071,938

短期借入金 10,000 10,000

1年内返済予定の長期借入金 740,752 739,948

未払法人税等 2,100,899 106,443

賞与引当金 613,288 228,001

役員賞与引当金 104,400 32,661

製品補償損失引当金 23,845 44,881

その他 1,449,173 2,284,378

流動負債合計 7,101,905 5,518,253

固定負債

長期借入金 1,558,205 1,545,255

リース債務 277,570 256,899

繰延税金負債 1,880,494 1,716,434

役員退職慰労引当金 380,932 263,018

その他の引当金 106,136 99,509

負ののれん 5,543 4,157
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

固定負債合計 4,208,882 3,885,276

負債合計 11,310,788 9,403,529

純資産の部

株主資本

資本金 1,610,542 1,610,542

資本剰余金 5,203,709 5,203,709

利益剰余金 15,617,444 15,997,607

自己株式 △2,304,740 △2,304,740

株主資本合計 20,126,956 20,507,119

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,633,646 2,336,128

為替換算調整勘定 △630,065 △469,212

その他の包括利益累計額合計 2,003,580 1,866,915

少数株主持分 827,027 928,212

純資産合計 22,957,563 23,302,247

負債純資産合計 34,268,352 32,705,776
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年６月30日)

売上高 5,146,577 5,618,399

売上原価 2,763,664 3,198,163

売上総利益 2,382,913 2,420,236

販売費及び一般管理費 953,582 1,019,299

営業利益 1,429,330 1,400,936

営業外収益

受取利息 3,857 2,046

受取配当金 16,720 52,722

負ののれん償却額 1,385 1,385

持分法による投資利益 74,651 69,202

その他 32,076 2,124

営業外収益合計 128,691 127,481

営業外費用

支払利息 9,516 9,820

為替差損 11,211 11,853

その他 2,421 12,463

営業外費用合計 23,149 34,137

経常利益 1,534,872 1,494,281

特別利益

固定資産売却益 － 498

特別利益合計 － 498

特別損失

固定資産除却損 954 13,090

製品補償損失 16,258 15,153

役員退職特別加算金 18,480 138,330

その他 3,755 －

特別損失合計 39,447 166,574

税金等調整前四半期純利益 1,495,425 1,328,205

法人税、住民税及び事業税 585,785 187,618

法人税等調整額 △22,639 355,539

法人税等合計 563,146 543,157

少数株主損益調整前四半期純利益 932,278 785,048

少数株主利益 91,285 28,317

四半期純利益 840,993 756,730
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 932,278 785,048

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 256,943 △297,517

為替換算調整勘定 9,516 20,566

持分法適用会社に対する持分相当額 △88,471 140,286

その他の包括利益合計 177,989 △136,664

四半期包括利益 1,110,267 648,383

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,018,982 620,065

少数株主に係る四半期包括利益 91,285 28,317
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【継続企業の前提に関する事項】

　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

(会計方針の変更)

当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」(企業会計基準第２号  平成22年

６月30日)、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第４号  平成22年６

月30日)及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」(実務対応報告第９号  平成22年６月30日)を適

用しております。

当第１四半期連結会計期間において普通株式数を１株につき300株の割合をもって分割いたしましたが、前連結

会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

なお、この変更に伴う影響については、「１株当たり情報に関する注記」に記載しております。

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び負の

のれんの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

減価償却費 147,209千円 211,570千円

負ののれんの償却額 △1,385〃 △1,385〃

　

　

　
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月17日
定時株主総会

普通株式 183,195 1,800平成22年３月31日 平成22年６月18日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月17日
定時株主総会

普通株式 376,567 3,700平成23年３月31日 平成23年６月20日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額日本 北米 欧州 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,375,148771,429 ― 5,146,577 ― 5,146,577

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

235,136 ― ― 235,136△235,136 ―

計 4,610,285771,429 ― 5,381,714△235,1365,146,577

セグメント利益 1,437,829183,02172,6901,693,540△158,6681,534,872

(注) １  セグメント利益の調整額△158,668千円には、セグメント間取引消去△56,939千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△101,728千円が含まれております。全社費用は、基礎的試験研究費、当社の総務・経理部

門等の管理部門に係る費用であります。

２ 「日本」には、日本国内向けのほか、欧州向け（欧州セグメントを構成する持分法適用関連会社向け）、アジア

地域向け等に係る売上高及び費用が含まれております。

３ 「欧州」は、持分法適用関連会社で構成されているため、当該セグメント利益は、持分法投資利益を記載してお

ります。

４  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額日本 北米 欧州 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,797,821820,577 ― 5,618,399 ― 5,618,399

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

342,384 ― ― 342,384△342,384 ―

計 5,140,206820,577 ― 5,960,784△342,3845,618,399

セグメント利益 1,632,027162,76571,8431,866,636△366,7931,494,281

(注) １  セグメント利益の調整額△366,793千円には、セグメント間取引消去△204,380千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△162,412千円が含まれております。全社費用は、基礎的試験研究費、当社の総務・経理部

門等の管理部門に係る費用であります。

２ 「日本」には、日本国内向けのほか、欧州向け（欧州セグメントを構成する持分法適用関連会社向け）、アジア

地域向け等に係る売上高及び費用が含まれております。

３ 「欧州」は、持分法適用関連会社で構成されているため、当該セグメント利益は、持分法投資利益を記載してお

ります。

４  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 27円54銭 24円78銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 840,993 756,730

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 840,993 756,730

    普通株式の期中平均株式数(株) 30,532,500 30,532,500

(注) １  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２  当社は、平成23年４月１日付けで普通株式１株につき普通株式300株の割合で株式分割を行っております。前

連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しておりま

す。

　

　　（会計方針の変更）

　当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22年

６月30日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平成22年

６月30日）及び「1株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第９号　平成22年６月30日）

を適用しております。この適用により、当第１四半期連結累計期間に行った株式分割は、前連結会計年度の期首に

行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。

　これらの会計基準等を適用しなかった場合の、前第１四半期連結累計期間の１株当たり四半期純利益は、以下の

とおりです。

　１株当たり四半期純利益金額　　8,263円26銭
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月11日

株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ

取締役会  御中

　

あらた監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    岸          信    一

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ハーモニック・ドライブ・システムズの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の
第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成
23年４月１日から平成23年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半
期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハーモニック・ドライブ・システム
ズ及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の
経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ(E01712)

四半期報告書

22/22


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	継続企業の前提に関する事項
	会計方針の変更等
	追加情報
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

